














はじめに 

本年度の研究も,昨年に引きつづき,自閉症の症状のうち,中核的な症状の 1 つとして把え

られている言語障害の生物学的基盤を検討することを目的とした。自閉症では,左右大脳半

球間の機能分化の障害の存在が示唆されてきたが,われわれが昨年度までに得た結果から

は,反響言語を認めない年長の自閉症者では,その言語を劣位半球の言語であると説明する

ことはできなかった。なぜなら,彼らのほとんどは,言語における左半球優位が確立されて

いたからである。一方,反響言語が活発に認められた自閉症者の多くにおいては,dichotic 

listening 検査で,左耳優位が観察された。そのことから,自閉症の反響言語に右半球が関

与している可能性が高いことが指摘された。本年度は症例を追加して,同様の検討を加える

ことにした。また,対照群として,単純精神遅滞者の検査結果を検討した。 


